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山梨県におけるブドウのチャノキイロアザミウマの

発生とその対策

ブド,〆を加害するアザミウマ類は，チャノキイロアザ

ミウマCCcirtoiﾙﾉ伽doﾉsalisHood)のほかシナクダアザ

ミウマ（〃α此jhripschinencsisPriesner),ハナアザミウ

マ(Thripshaw｡"crisisMorgan)が知られているが’

Ill梨県のブドウで発生しているのはチャノキイロアザミ

ウマが圧倒的に多い。

本種は数年来，多発傾向にあり，昭和53年は5～6

月に近年になく多発してブドウの幼果期に大きな被害を

受けた。

過去においてもしばしば多発したことがあったが，発

生時期が8～9月であり，このころの栽培MM槌はデラウ

ェアと甲州が中心であったことから幼肥川や収碓期に災

害を見ることはまれで被害を受けるのはデラウェアの二

番果か，新梢先端の若い茎葉であった。

しかし，昭和30年代に入り甲府盆地周辺の山間部ま

でブドウの栽培園が広がり，また,IJi'i仙的にはデラウェ

アのほか巨峰，ネオ・マスカット，マスカット．ベーリ

-Aなど大粒系品種が増殖されるようになった。

これらの品種が成園化した昭和40年代になってチャ

ノキイロアザミウマによる被害が各地で急増するように

なった。42年には山間部のネオ・マスカット，テラウ

エア，マスカット．ベーリーAなどで5～6ﾉ]に大発生

がゑられ，アズキ～ダイズ大くらいの幼果で果粒の表Itli

に茶褐色のガサガサのサビ果状の被害を受けた。この年

を境として毎年多発するようになった。

更に昭和46年から48年にかけてもり|き続き多発し

たために，病害虫発生予察情報でも取り挙げるようにな

り，これまでほとんど手のつけられていなかったチャノ

キイロアザミウマの発生消長や生態，防除について調査

研究を進めている。

ブドウにおけるチャノキイロアザミウマの発生生態に

ついては調査研究が浅く不明の点が多いので多発原|火|に

ついて解所するまでには及ばないが，現在までの山梨媒

のブドウにおける発生と被害の現況，防除対紫について

述べ参考に供したL,。

’多発要因

過去10数年の調査結果から多発原因を探って見る

と，第1に考えられることはブドウ生育期前半の気象条
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'1:が大きな影群を与えている。第2にはブドウの品種に

より多発しやすいIIP柾があると考えられる。

山梨県における多発年は，昭和42年，46年，53年

であり，このうち42年と53年は5～6月の幼果期に

多発した。これらの多発年を除いた一般の年には7月下

iリー8j1下{ﾘにかけて多発するので，この時期に収穫期

をむかえる品種の象被害が多い。

ここで多発原因の一つと思われる気象条{′|:について昭

ill40年から53年までのうち，本種の多発生年と少発

'113皇をJill111して険討して象ると館l表に示したとおりで

ある。

恥l表発生要因と気象の関係

（甲府気象台,53':[:1～6)])

猛性度|降水蕊|'識|(繍熱)|(紙鞠驚）

1月から6月までの温度について見ると，本種の多発

1ﾐ年は、暖冬であって．この時期の平均気温，最高気淵

とも少発生年より尚伽に経過している．

降水並，降水日数について見ると，多発生年はこの時

期の降水世が少なく，特にI日当たりの降水量が少ない。

以上のようなことから見て，本種は気象的に見ると，

尚柵，乾燥の条件が多発生の条件となるように考えられ

る。

鋪2の多発原囚と考えられる栽培[in種では，どのMl!3

も発生が多くlii'i極間差をつけにくいが．主要栽培品種で

の発生を見ると，新梢の発育が|圧盛で7月以降8～9月

になっても盛んに新梢の伸びる品種での発生が多いよう

である。

本極は新梢の先端の若い茎菜で発生を繰り返すので，

新梢の発育が旺盛で若い葉が次から次へと展葉してゆく

ことが多発を助提しているといえる。したがって，樹勢

の強い8～9月に収穫期を迎える大粒系品種での果穂の
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り10月中{ﾘ以降の光1-は見られなくなる。

茶株での発生が少なかったので発生消長は明確ではな

いが､6月'hfuから7月下旬と8月下旬から10月上旬

に充/|か多かった。

柵|州県の予察資料によると5）]の茶株における幼虫密

度とブドウの被害とはIll互に密接な関係が示されている

ので,，本ﾘ,1-においても茶株における発生消災と5～6j］

のブドウの幼児期における多発原因の関係について更に

検(i､Iしてみ､たい。

チャノキイロアザミウマによる被害は，新Iffの茎葉，

幼果，熟果，果穂の果梗や果軸など，いたる所に寄生し

て加害する。

被害症状は弟2～5凶に示してあるとおりである。

新梢の先端の若い茎菜に多数発生すると，つるの表面

if']],1《～茶褐色に変色して兄え，被害が進むとつるの表mi

に小さな割Ⅱが生ずる。節111!は短くなり，若菜の葉脈付

近は黒褐色に変色したり，葉は裏側にわん曲して見え染

の発育がm害されるため大きくならない。

果穂の被害は，果軸から果梗にかけて黒～茶褐色とな

り災1Illの生き生きとした緑は失われて土色に汚れた感じ

がL,玉張りが忠くなり蒋色i'.i'i種では着色阻害を受ける。

果実の被害は，幼果では果粒の表面に灰白～褐色の輪

状または不定形の雲状のカサブタ様斑点が多数生ずるた

め肌粒の肥大がさまたげられる。

熟果では果粒の表liiiにカサブタ様斑点は出現しない

が，茶褐色の雲状斑点が生ずるの象である。このため着

&&種では被害症状は11立たない。

被害の時期は，幼果期が5～6月，果穂の被害はチャ

ノキイロアザミウマの発生が増加する7月中イリ～8月上

ｲﾘで，新梢の先の茎菜から移動して寄生加害する。

幼果期の果粒の被害を観察すると，降雨後に果実の表

illiに水滴がたまっていると，その周辺に本種が多数寄生

して加害活動している姿を見ることがある。

111防除対策

ブドウ陸|におけるチャノキイ1ｺアザミウマの発生消健

洲査によってほぼ発生時期を把握することができ，被害

発生時期も雌I淵されているので，州花前から幼果期であ

る5月中旬～6月_'二句と，新梢の茎菜で増殖を開始する

7月下旬～8月上旬，更に発生鎧盛期である8月下旬～

9ハー'二句の各時期に薬剤散布を実施して防除する。

本種は短期間に発生を繰り返す増殖型の虫であるし，

発生期間が災いのでl～2I"!の薬剤散布では防除するこ

とは困難である。

7月下旬～8月上旬ころまでに収穫期を迎える品種で

被害が多くなっている。

II発生消長と被害

山梨巾のft高5,00niあまりのほ場で12fi靴のデラiン

エア、｜ﾕ雌ネオ・マスカットそれにブドウ園付近の茶

株を調査対象として発生消長i淵査を実施した。

ブドウについては各mi種とも新梢の先端30cmあま

りの茎葉5本を任意に毎回選び．茶株は5株を任意に進

んで新しく{''1びた枝葉各株3本について，洲査板20cn’

四方を用いた打ち落とし法により半句ごとに寄生虫数を

調査した結果は第1図に示すとおりである。
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節1図ブドウ園におけるチャノキイロアザミウマの

発生消長（山梨市,1976～78の平均）

山梨県の場合は茶株よりブドウでの発生が極めて多

い。

発生時期はデラウェアでの発生が早く，次いで茶株で

巨峰，ネオ・マスカットでの発生はやや遅れてから発生

が見られた。

デラウェアの発生は6月中旬～7月上旬と8月中iﾘー

9月中旬の2回発生量が増加しているが，巨峰とネオ･

マスカットでは7月下旬から増加して8月下旬が発生雌

盛期となる。

ブドウの新梢での発生は，9月下旬になると少なくな

曲
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鮒2図デラウェア茎菜の被害

つるの表面，葉脈の付近が#､!;褐色となり，節jiiiがつまり，

葉はわんHIする．

鱗

鶏
*：

､鴬

筋4図左：アセフェート水和商IJ散布K,右：無防除Ⅸ

果梗，果軸の被害：熟褐色となり，表面の生気がなくしお

れて見える．

澱

郡3図幼果の被‘！厚（巨峰）

柵色のカサブタ状のサビ染となる．

二番果は8月以降被杏果が多い．

潅蕊蕊;琴?蕊慧
輔5間新ffiの被害（巨峰）

つるの表面が黒褐色となりガサガサ

となる．
は果穂の被害は少ないが，8月中I,j以降9月になって収

碓期を迎える品種では有袋であっても新mの茎葉で1W殖

したチャノキイロアザミウマが果穂に移動して加害する

ので薬剤散布を怠ると大被害を受ける。

山梨県の場合は幼果期に被害を見ることは少ないので

テラウエアやキャンベルなど7月下旬までに収穫の終わ

る品種では幼果期の発生に注意し多発年でも被害を受け

ないように防除する必要がある。

巨峰ネオ・マスカットなど大粒系,鼎稚で有袋のもの

は新梢の茎葉で増殖したチャノキイロアザミウマが果聴

へ移動して止金のすきまから侵入するので、新梢での蛎

殖を防除するため棚上散布に重点をおき7ﾉ1下旬から8

JTドfﾘにかけて防除する。

ので防除薬剤については各種の薬剤について検討したとこ

終わろ第2～4表に示すような結果が得られた。

受けここに示した一連の防除試験結果は、8～9月に新梢

で増殖し，果穂に被害の多い戸峰とネオ・マスカットを

もの用いて各薬剤による果ﾙIの被害防止効果について検討し

果穂たものである。

の噸各薬剤の散布lul数は，第2～3表が増殖期間中の2凹

ら8散布したもの，第4表は発生消長に合わせて6月上旬か
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一

輔2表各薬剤による防除効果(Ll｣梨果m.,1973) 第3表各薬剤による防除効果（山梨果試,1974)

’此試薬侭Jと散布搬陛｜散祁回数|被害果率
マンゼブ水和剤75％600倍234．2％
マンゼブ水和剤75％800倍229．3
アセブェーl､水和剤50%1,500倍23.6
DEP水滞間I]50%1,000倍223.7
…，ブ水滞刷50%l.OOOf*215.2
無散布

防除価

供試薬尚'と散布澱度

|調綴巨峰＊

65

49

92

89

40

ｲ6

88

54

83

89

72

6

1,500倍
1,000倍
1,000倍
1,000倍
800倍

1,000倍

NAGノk和商J
除虫蛸乳剤
カルタップ水浦向i
パミドチオン液剤

硫酸ニコチン
MEP乳剤

85％

3％
50%

37％
40％
50％ 散ｲllは8H5IJと2111の2回，

洲査は9)110～1313
＊8月2日》27日散布，9月3日調

**8)-l2日,27日散布,9I|10日渦

鋪4表各薬Iによる防除効果（山梨果砲i,1976)

価

か
ル
ー

31Tillの被苦度散布IK'f13

供試薬剤と散布濃度｜散布回数

6/37/57/318/168/31巨峰|蕊ク
一
、
卜

|_#＝
|：に
’01－－

○’’62．81－
14.2アセブェート水卿l/rl]50%l.SOOCIi ’

２
｜
的
一
一
“

641○－○一○

|鋭’愚
○ 一 ○

○－○ ○一○バミドチオン液荷i|37%1,500倍

71.522.8無散 布

iVi'i秘では果棚の被害が多いのでフノ)以降亜点防除につと

めること，笠かけAI1,種では棚下から散布すると果実の果

粉を蕗としたり薬剤の汚れがひどいので棚上散布とす

る。

また，本年のように5～6月に突発的に多発して幼果

で被害を見ることがあるので開花前散布は必ず実施して

おきその後の新梢の茎葉での発生状況に注意して観察し

発生が多ければ更に幼果期に1|M|防除するとよい。

以上,111梨ﾘ,1における発生概況と防除について述べて

染たが，今後はliM種の耐虫性，多発環境下における被害

解析，更に薬剤による適期防除対策について検討，凋査

研究を実施してチャノキイロアザミウマの発生生態を明

らかにしたい。

ら8月~|､.旬にかけてIl"i散ｲjと8Jjに2|M|散ｲilして効果

について検討したものである。

調査結果でも明らかなとおり防除効果が優れているの

は，アセフェート水和剤で他剤に比べると抜群の防除効

果が示され，新梢の茎菜や果穂での被害は全く認められ

ないので，新梢の表面，莱裏，果聴の果軸などが緑で生

き生きとしており，黒禍色に汚れた被害は見られない。

アセフェート水和剤はブドウでの適用登録がないので

実用上問題があるので一日も早く通用登録されることを

強く希望する。

次いで効果が認められるのは，バミドチオン液剤とカ

ルタップ水溶剤であるが，アセフェート水和剤に比較す

ると効果は劣るので散布時期や散布雌を増し散布回数も

20では不十分であるから増殖期には3|M|散布が必要で

ある。

以上の試験結果からブドウにおけるチャノキイロアザ

ミウマの防除は，開花期から幼果期にかけて2Elの防除

と，増殖開始期の7月下旬と増殖蚊盛期である8月-ドｲﾘ

の21m1散布で，計4回の薬剤散布が必要である。

防除I二の注意点としては,8～9jjに収惟期を迎える

。
』
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